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挨拶は人間関係の潤滑油

企業の方によく言われることは「きちんと挨拶の出来る子が欲しい」というこ

とです。例えば職場の中ですれちがったとき、相手がきちんと挨拶してくれると気持ちの良いもの

です。その逆はどうでしょうか。相手が自分より若い人で挨拶をしなければ、なおのこと「こいつ

は何を考えているんだ」ということになり、何となく相手に不信感を抱きそれから次第に気まずい

思いをするということはありがちです。

たった一言の「おはようございます」「こんにちは」「さようなら」という言葉を言わなかった

ことで人間関係が気まずくなるとすれば、何とも残念な話です。しかし最近の若い人にはこうした

一言の挨拶が往々にして欠けがちなのも確かです。たとえ普段から何となく相手に好意を感じない

人であっても、挨拶を交わしている中でいつしか互いの距離が近づき、相手への誤解が解けること

もあります。

職場の中でうまくやっていくためには、「挨拶は人間関係の潤滑油」ということをよく肝に銘じ

て欲しいものです。特に若いときは相手が挨拶してくれるのを待つのではなく、自ら進んで挨拶をす

るように心がけましょう。

けじめを付ける

先日進路室でこんな話題が出ました。「ある卒業生が会社で仕事中に自販機でジュースを買い飲

んでいる姿を社長に見つかりお叱りを受けた」とのこと。職員室に入ってきた生徒が先生の机の上

のものを勝手にいじり、職員に注意されるるということもたまに見かける風景です。

いずれもけじめを忘れた行為といえるでしょう。世の中には当然わきまえなくてはならないこと

がありますが、そうしたけじめをわきまえない生徒を時々見かけます。学生のうちは甘く許される

ことでも、社会に出ると許されないことがあります。小さいときにきちんと躾けられていないため

に何がけじめかわからないという面があるかもしれませんが、であるとすればなおのこと事の善し

悪しをきちんと見分ける神経を磨いていって欲しいものです。まして一度注意されたことはしかり

学習することです。「そんなことどうだっていいじゃんか」と甘い判断をしていると、社会では周

囲から白い目で見られますよ。皆さんの子供が同じように育っていけば社会のルールはどうなって

しまうのでしょうか。

世の中で長い間かけ築き上げられた社会的ルールがまさ

にけじめといえるでしょう。あなたより若い人がそうした

ときあなたはどう思うか、そうした観点でけじめを見つめ

ると意外にけじめとは何か分かってくるでしょう。（それ

が分かるには少し時間がかかるのかな？）

進 路 だ よ り
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